
参考資料2－2  

障害者の就労支援を担う人材育成の  
ための研修カリキュラム  

（平成20年度）   



職業リハビリテーション実践セミナー  

カリキュラム内容  

講座名  区分   形態  内容  

全  
著雇用：     現状と撫育者：  
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翠  

プ  

ロ  ヾ⊥       ’■F            解を深 学ぶ云：f    め 井      棄あ   就   ・痍者        求める  」二▼    ：羊？し ；とし   †竿こ て：：  

グ  
■ゝ－ヽ  ■  

に  
ム  竿  

職業生活に必要なサポート  
当事者・当事者団体等からの話題提供を踏まえ、支  

話題提供              ～障害をもつ当事者が語る！支援者 へのメッセージ～                 接着及び支援機関に対するニーズを理解する。  

：コ  

l  

ス   講義  職業的課題と対応方法  就業支援に向けた障害特性及び職業的課題、対応  
別  ～障害特性の理解と支援のあり方～                方法について理解する。  

知  

的  就業支援における連携Ⅰ  
陣 害                                 講義     ・意見交換                         就業支援に向けて、福祉、医療・保健、教育、ハロー                                                 ～声   用  ＝向けた各       関係機関との       ワーク等の     関係機関の連携の役割             分担、方法につい   

アフローチ～  て理解する。  ＝I  

1  

ス  
就業支援における連携Ⅱ  

精 神  
障  
害  
コ  

l  （Aグループ）  
就  

ス  公開ケーススタディ  
支  

ケーススタディ  理   

高  
次  

脳  かを選択  受  読者からの事例報告をもとに、事例検討及び意   
機  グループケーススタディ  見交換を行い、就業支援のノウハウを共有化する。  
能  

障  
害  
コ  小  

l  意見交換             バズ・セッション  ワ  
ス  支   

合計（選択カリキュラム含む）；‡1，310  

選択カリキュラム  



障害者就業・生活支援センター  
就業支援担当者研修カリキュラム  

カリキュラム内容  

区名  形態   講座名   内 容   時間（分）   

講義  職場における雇用管理の実際  事業所における具体的な障害者雇用の取り組み及び支援者に求める事   
90  

講義   障害特性と職業的課題Ⅰ（知的陣  知的障害者及び発達障害者の障害特性と職業生活上の課題及び対処   100  
害・発達障害）   方法、雇用管理の方法と課題に関する理解  

講義   障害特性と隙業的課題Ⅱ（精神障  精神障害者の障害特性と職業生活上の課題及び対処方法、雇用管理の  90    害）  方法と課題にる理  
関す解  

必  
100  

び対処方法、雇用管理の方法と課題に関する理解  

修  

力  55   

リ  
てTI  

キ  
講義   障害者雇用対策の概要と支援セン  障害者雇用対策の概要と障害者の雇用施策の現状支援センターの施   100   

ターの役割   策的な位置付け及び業務運営についての理解  

ム        意見交換  意見交換   就業・生活支援センターの担当者からの話題提供を受け、職業リハビリ   
135  

テーションにおける就業支援担当者の役割に関する理解  

講義  ケースマネーージメントの取り組み   障害者の就業支援におけるケースマネージメントの概念及び方法論に関   
する理解  

75  

講義  事業主支援の基礎理解   事業主支援のあり方や心構え、効果的支援方法、対応方法の理解   75  

意見交換  ケーススタディ   障害者就業・生活支援センターからの事例報告に基づき、グループでの   
170  

ケーススタディ   

主義 
i択二                     ー  

ー∠  

計（選択カリキュラム含む）     1，150   

選択カリキュラム   



障害者就業・生活支援センター   

就業支援スキルアップ研修  

カリキュラム内容  

形態   講  座  名   内  
容   時間  

（分）   

講義  職業相談の技法   職業準備訓練場面等での効果的な相談技法及び課題   

演習  の把握の仕方、エ夫等の習得  
150  

期 （  

230  

集  
専門職としての自己分析の方法を学び、能力を開発、   

講義   専門職としての自己分析・自 己  120   
演習   啓発      A  

習得  

研  

職場（作業）改善と職務再設  事業主の業務内容を把握した上で、職場（作業）改善   
修  

や職務の再設計を提案できるような技法の習得  
120  

）  

討議  意見交換（1）   
前期研修の振り返りを通して、業務への活用方法につ  120  
いての討議   

実  

践  
テーマに係るレポートを作成（ケーススタディ、評価関  

実践期レポート作成（3種）         係実践結果（2種））   

期  

後   アセスメントの視点と技法Ⅱ  前期研修を基に実施した実践期における実践結果を   講義       230   
演習        期  

上  
（  

集  受講者から提出してもらった支援事例を検討すること   
410   

∠ゝ 臼  により、障害者の就業支援についての理解を促進  

研  

支援センターの中堅職員としての役割と効果的な支援   
修   120     を行うための方法、望ましい業務遂行等についての討  
）  

議   

計  1，500   
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障害者就業・生活支援センター  

主任就業支援担当者研修カリキュラム  

カリキュラム内容  

形態  講座名  内 容  
時間  
（分）  

て  

ー  

隼  

宥の障害   特埠睾  

二  

フ■：                                                       ′  ヽ  
0  

萎 
二て                                                                                         ・次                  メ、  

講≡≡  

．二  

講義       障害者雇用対策の概要と支援セン             障害者雇用対策の概要と障害者の雇用施策の現状、支援センターの施策                          100               ターの役割             的な位置付け及び業務運営についての理解  
必  

修  
就業・生活支援センター長からの話題提供を受け、職業リハビリテーション  
における主任就業支援担当者の役割に関する理解  

135  

力  

リ  

キ  
講義       就業支援におけるマネジメント  障害者の就業支援における組織のマネジメントの概念及び方法論に関す  

75  

ラ  75  

ム  

意見交換       ケーススタディ  
障害者就業・生活支援センターからの事例報告に基づき、グループでの  
ケーススタディ  

170  

ユ択  
＝  

テオ ム：リ  

合計（選択カリキュラム含む）                                              1，150   

選択カリキュラム（就業支援担当者研修と合同）  
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発達障害者就業支援セミナー  

カリキュラム 容   

区分  形態   講座名   内容   
時間  

（分）   

発達障害者支援施策の  発達障害者の支援施策（雇用対策を含む）の   
講義  現状及び動向について理解する。  

70  

必  

講義  障害特性と職業的課題  発達障害者の障害特性と職業的課題、対応方   
150  

意見交換  （発達障害）   法について理解する。  

修  

講義  当事者のニーズ   発達障害者の当事者や家族の就業支援者に  
対するニーズを理解する。   

90  

力  
講義  職場における雇用管理  発達障害者を雇用する事業主の雇用管理の取   

75  
り組みの実際、支援者へのニーズを理解する。  

発達障害者の雇用や雇用継続に向けての事  
講義  140  

リ  
等について理解する。  

講義  発達障害者の就業支援  障害者職業総合センター職業センターで取り組んでいる発   
意見交換  論的背景を把握するとともに、実際の支援事例の紹介によっ  125  

キ  演習  て、支援技法の活用の方法を理解する。  

受講者がワークシステム・サポートプログラム等の支援技法  
意見交換  バズセッション  を実践の場で活用するためのヒントを得るためにグループ  100  

ディスカッションを行い、さらなる技法の習熟を目指す。  

事例検討   ケーススタディⅠ   発達障害者の就業支援の技法に関する事例について、支援  

意見交換  
のポイントをグループで意見交換を行うことにより、支援技法  
についての実践的理解を深める。   

ケーススタディⅡ  ネットワークを活用した発達障害者の就業支援に関する事  

（Aグループ）  
例を受講者から提出してもらい、グループディスカッションを  
行うことにより、支援の実践についての理解を深める。   

事例検討  

ム  ネットワークを活用した発達障害者の就業支援に関する事  
120  

ケーススタディⅡ  例を受講者から提出してもらい、事例検討及びグループディ  

（Bグループ）  
スカッションを行うことにより、発達障害者支援センター就労  
支援担当者としての支援の実践についての理解を深める。  

ヰ：選■  
・ 
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． 

合 計（選択含む）     1，150   

三選択カリキュラム  
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿－＿  
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配置型職場適応援助者養成研修及び   

第1号職場適応援助者養成研修  

カリキュラム内容  

区分  形態  施場   講  座  名   内  容   
時間  
（分）   

・障害者雇用対策の概要に関する理解   
講義  、合センタ  職業リハビリテーション概論  100      ・職業リハビリテーションの基本概念と体系の理解及び現状と動向についての情  

報提供  

講義  姶合センタ  職場適応援助者の職弓努Ⅱ   
職場適応援助者の職務及び職場適応援助者による援助の事業の理解、地域セ   
120      ンタ【業務と職場適応f簑助者の職務との関連の王望解、職業り′、どリテーション妻汁  

画及び職場適応援助者による支援計画の活用の理解  

本  障害者のケースマネジメントの概念及び方法論についての理解   60  

講義  、合センタ  障害特性と職業的課題Ⅰ（知的障害・発達 障害）  知的障害及び発達障害の障害特性と職業的課題、対応方法   120  

講義  、合センタ  障害特性と職業的課題Ⅱ（精神障害）   精神障害の障害特性と職業的課罠喜、対応方法   90  

部  
講義  、合センタ  障害特性と職業的課題Ⅲ（身体障害者・高 次脳機能障害）  身休障害及び高次脳機能障害の障害特性と職業的課題、対応方法   120  

講義  、合センタ  課題分析の理論   課題分析の概念、内容、実施方法及び活用等の理解   150  

講  

義・  課題分析技法を活用した作業指導及び作業環境へのアプローチの方法の理解  240  

研  

講義  、合センタ  事業主支援の基礎理解   
地域センターにおける事業主支援のあり方、職場適応援助者による事業主支援  90  
の心構え、効果的支援方法、対応方法の理解  

講義  、合センタ  職場lこおける雇用管理の実際   企業側から見た障害者雇用管理の現状と就労支援における企業ニーズの理解  60  

ケース  
修  

具休的支援事例の検討を通じての、職場適応援助者の職務及び支援技法の具  240  

ディ   
休的理解  

講義  、合センタ  家族支援と生活支援  
・職場適応援助者による家族への支援の考え方と支援方法の理解   
・職業生活を支える生活支援の考え方と支援方法の理解  

100  

支援記録の作成Ⅰ             講義  、合センタ  支援記録作成に関する基礎的事項の理解   50   

講義  地域セン  職場適応援助者の職孝割こついて、その意義と実際について理解   90  
ター   

150  
地  

竺   
講   

支援計画について   職場適応援助者による支援計画及びフォローアップに関する支援の計画の意  120  

域  
味、内容、活用方法等についての理解  

演習   理解  

研  支援記録作成の具体的な理解   150  

ケース会議  
ケース会議の目的・位置付け、観察・聴取事項の報告、報告に基づく支援方策  120  
考察、検討内容についての理解  

修  

ケーススケディ   具休的支援事例の検討を通じての、具体的支援方法・技術及び支援上の課題  120  
タ  等の的確な整理方法の理解   
Tノ   

合 計 時 間 （分）  2．710   

うち、総合ンクー実施分  1，540   

うち、地域センター実施分  l．170  

0  



第2号聴場適応援助者養成研修  

カリキュラム内容  

区分  形態  実施場所   講座名   内容   時間（分）   

・障害者雇用対策の概要に関する理解  
講義  総合センター  職業リハビリテーション概論   ・職業リハビリテーションの基本概念と体系の理解及び現状と  

動向についての情報提供   

講義  総合センター  第2号職場適応援助者の職務  第2号職場適応援助者の職務の理解   120  

講義  総合センター  ケースマネージメントの取り組み  障害者のケースマネ「ジメントの概念及び方法論についての 理解  60  

障害特性と職業的課題王   講義  総合センター  知的障害及び発達障害に関する障害特性と職業的課題、対  120  
応方法の理解  

本  
講義  総合センター  障害特性と職業的課題Ⅱ  

（精神障害）   精神障害に関する障害特性と職業的課題、対応方法の理解  90  

障害特性と職業的課題Ⅲ   
部  講義  総合センター    身体障害及び高次脳機能障害に関する障害特性と職業的課  120     （身体障害・高次脳機能障害）  題、対応方法の理解  

講義  総合センター  課題分析の理論   課題分析の概念、内容、実施方法及び活用等の理解   150  

研  
総合センター  作業指導の実際   課題分析技法を活用した作業指導及び職場環境へのアブ   240  

演習  ローチの方法の理解  

t職場適応援助者による家族への支援の考え方と支援方法の  

講義  総合センター  家族支援と生活支援  理解  100  

修  ・職業生活支援の考え方と支援方法の理解  

講義  総合センター  支援記録の作成Ⅰ   支援記録作成に関する基礎的事項の理解   50  

ケースス   事業所  雇用管理の実際と第2号職場適  障害者を雇用する事業所の雇用管理の方法及び第2号職場  240  
タディ  応援助者による援助   適応援助者の役割の理解  

講義  総合センター  職業生活継続のための企業の役 割  企業が行う職業生活支援のあり方の理解   60  

講義  総合センター  職業リハビリテーション機関の活  職業リハビリテーション機関の機能を理解し、職場適応援助者  60  
用方法   による援助の実施のためのネットワークの構築方法の理解   

講義・演 晋  地域センター  支援計画の作成Ⅰ   180  
プランニングの方法の理解  

演習  地域センター  第2号職場適応援助者による作  課題分析の手法を活用した事業所内での作業指導等につい  420     業指導の実際  ての理解  

地  
演習  地域センター  支援記録の作成Ⅱ   支援記録作成の具体的な理解   120  

域  

講義  地域センター  地域の社会資源の活用   ネットワークの利用方法、福祉制度・機関の役割の理解   60  

研  

講義・演 習  地域センター  事業所内調整の方法   
修  

事業所内での各種調整内容、方法の理解   90  

講義・   
地域センター  支援計画の作成Ⅱ   ケース会議等を活用し職場適応援助者による支援計画につい   

演習  て関係者と合意形成を図る方法の理解  
90  

ケースス  地域センター  ケーススタディ   具体的支援事例の検討を通じての 具体的支援方法・技術及  180  
タディ  び支援上の課題等の的確な整理方法の理解   

合 計 時 間  2，650   

うち、総合センター実施分  1，510   

うち、地域センター実施分  り40  




